
                                                             

職務経歴書（記入例） 
          20××年××月××日現在 

劉 ○○ 
 

●職務経歴 
 19××年 ××月 ～ 20××年 ××月 

株式会社○○○○○○○ 

事業内容：ソフトウェア開発 

資本金：×億円、売上高：×××億円（××年度）、従業員数：××名 

 

 20××年 ××月 ～ 20××年 ××月 

□□□□株式会社 

事業内容：システムインテグレーション 

資本金：×億円、売上高：×××億円（××年度）、従業員数：×××名 

 

●得意分野／スキル 
 ※以下は記入例です。 

z オブジェクト指向による設計・開発（主に UML、C++、Java） 

z 組込みソフト、ミドルウェア開発経験C、C++での開発実務経験 

z オフショア開発ＢＳＥ経験 

z ネットワーク系、通信系のシステム開発経験、CCNP、CCNA資格保有 

z ×年間、日本企業での勤務経験があり、日中両国の開発手法との違い、 

言語、文化など、日本のビジネス習慣を習得。 

z CMMI ソフトウェア開発実務経験 

z 流通業界の業務知識 

z 業務アプリケーションの分析･設計･開発 

z Oracle によるデータベース構築･チューニング 

z プロジェクトマネジメント業務 

 

●開発経歴 

期間 プロジェクト名および業務内容 開発環境 役割および規模 

 

19××年 7月 

| 

20××年 12月 

 

 

○○食品／販売管理システム 

各支店の売上げ実績管理システムの追加開発 

 

支店売上げ・請求業務システムの画面設計 

    詳細設計、開発、テストなどを担当 
 

 

Windows NT 

C 

Oracle 

 

 

メンバー 

 

プロジェクト要員 

○名 

 

 

20××年 1月 

| 

20××年 10月 

 

 

□□□□社／在庫管理システム 

通信機器商社 販売管理システムの２次開発、各地域の 

倉庫在庫を一元管理 

 

本社マスターデータ設計サブリーダー 

    詳細設計、開発、テストドキュメント類の作成 

 

 

UNIX 

Java 

Oracle 

 

 

開発チーム 

リーダー 

サブシステムの 

進捗管理 

 

プロジェクト要員 

○名 

 

20××年 11月 

| 

20××年 12月 

 

 

△△△社／銀行オンラインシステム 

合併による業務システム統合に伴うシステム開発 

 

顧客データー集計システム 

要件定義、基本設計、詳細設計、開発、テスト 

    運用フェイズでは DBのチューニングを実施 

 

Solaris 

DB2  

Java 

CORBA 

WebSphere 

 

 

プロジェクトリーダー 

【担当】工数見積 

進捗管理 

人員管理 

(社員○名 

協力会社○名) 

  

プロジェクト要員 

○名 



 

20××年×月 

| 

20××年×月 

(×年×ヶ月) 

 

 

某電機メーカー／SCMプロジェクト 

ビデオカメラ部門の業務改革プロジェクト。 
現状の分析から BPRを行いプロトタイプを作成 
ERP導入の可能性の検討 
【担当】 
・業務コンサルから方針決定 

・パッケージソフトとのフィットギャップ 

・要件定義、外部設計、内部設計、開発、テスト 

・プロジェクト進捗管理 

・新業務プロセスへの移行に伴う利用部門の意識改革推進 

【成果】 

・物流・在庫管理・製造コストの削減に成功 

 

 

UNIX 

Solaris  

JAVA,C, 

COBOL 

DB2 

J2EE 

WAS 

 

 

プロジェクトマネージャ 

 

プロジェクト要員○名 

(社員○名 

協力会社○名) 

 

 

 

●技術資格・スキル 
資格取得年月 資格名 

20××年 10月 情報処理技術者第一種 

20××年 7月 アプリケーションエンジニア 

  

 

 

●言語資格・スキルレベル 
資格取得年月 資格名 

19××年 ××月 日本語能力試験１級 合格 

20××年 ××月 TOEIC 715 点  ※現在のレベル：日常会話は可能 

  

 

 

●自己 PR 
以前よりシステムコンサルタントを目指し、常に顧客の要望以上のアウトプットを出せるよう努力し

てきました。システム開発時代にはプログラミング技術に高い興味を持ったことで、現在でも技術の動

向に注意を払い、より完成度の高いシステム開発に貢献してきました。 

最近では、業務分析を通じて顧客の事業を理解し、更なる事業の発展に寄与できるようにさまざまな

分野についての知識習得にも時間を割いております。特に SCM の分野では誰にも負けない知識と経験を

もっていると自負しております。また、クライアントとの関係構築も高い評価を得られています。 

今後は、これまでの経験を活かし、顧客の真のニーズに的確に答えられるようなコンサルタントにな

りたいと考えております。 

 

                                                    


